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事
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動

皇
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事
項

官
庁
報
告

平成™›年Ÿ月š˜日 金曜日 第œŸ��号官 報

香
港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸
を

厳
し
く
糾
弾
し
、
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
案
（
鶴
保
庸

介
外
七
名
発
議
）（
決
議
第
一
三
号
）

内
閣
総
理
大
臣
野
田
佳
彦
君
問
責
決
議
案
（
広
野
た
だ

し
外
六
名
発
議
）（
決
議
第
一
四
号
）

要
求
書
提
出

八
月
二
十
九
日
発
議
者
か
ら
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
の

委
員
会
審
査
省
略
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
。

李
明
博
韓
国
大
統
領
の
竹
島
上
陸
と
天
皇
陛
下
に
関
す

る
発
言
に
抗
議
す
る
決
議
案（
鶴
保
庸
介
外
八
名
発
議
）

（
決
議
第
一
二
号
）

香
港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸
を

厳
し
く
糾
弾
し
、
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
案
（
鶴
保
庸

介
外
七
名
発
議
）（
決
議
第
一
三
号
）

内
閣
総
理
大
臣
野
田
佳
彦
君
問
責
決
議
案
（
広
野
た
だ

し
外
六
名
発
議
）（
決
議
第
一
四
号
）

議
案
送
付

八
月
二
十
九
日
次
の
本
院
提
出
案
を
衆
議
院
に
送
付
し

た
。中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案

議
決
通
知

八
月
二
十
九
日
本
院
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
可
決

し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

古
典
の
日
に
関
す
る
法
律
案

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律

案カ
ネ
ミ
油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
法
律
案

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
可
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案

海
上
保
安
庁
法
及
び
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航

行
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
等
の
た

め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

株
式
会
社
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援
機
構
法
案

消
費
者
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

議
案
撤
回

八
月
二
十
九
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
撤
回
さ
れ
た
。

李
明
博
韓
国
大
統
領
の
竹
島
上
陸
と
天
皇
陛
下
に
関
す

る
発
言
に
抗
議
す
る
決
議
案（
鶴
保
庸
介
外
八
名
発
議
）

（
決
議
第
一
〇
号
）

香
港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸
を

厳
し
く
糾
弾
し
、
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
案
（
鶴
保
庸

介
外
七
名
発
議
）（
決
議
第
一
一
号
）

内
閣
総
理
大
臣
野
田
佳
彦
君
問
責
決
議
案
（
広
野
た
だ

し
外
六
名
発
議
）（
決
議
第
七
号
）

決
議
送
付

八
月
二
十
九
日
議
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
宛
次
の
決
議

を
送
付
し
た
。

李
明
博
韓
国
大
統
領
の
竹
島
上
陸
と
天
皇
陛
下
に
関
す

る
発
言
に
抗
議
す
る
決
議

香
港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸
を

厳
し
く
糾
弾
し
、
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議

内
閣
総
理
大
臣
野
田
佳
彦
君
問
責
決
議

質
問
主
意
書
提
出

八
月
二
十
九
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

大
牟
田
労
災
病
院
廃
止
に
伴
う
確
認
書
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
福
島
み
ず
ほ
提
出
）（
第
二
四
一
号
）

質
問
主
意
書
転
送

八
月
二
十
九
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。い

わ
ゆ
る
院
内
製
剤
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
藤
井
基

之
提
出
）（
第
二
三
七
号
）

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

八
月
二
十
九
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨

衆
議
院
に
通
知
し
た
。

古
典
の
日
に
関
す
る
法
律

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

海
上
保
安
庁
法
及
び
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航

行
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
ヘ
の
対
処
等
の
た

め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
法
律

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

株
式
会
社
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援
機
構
法

消
費
者
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

内

閣

特
命
全
権
大
使

楠
本

祐
一

同

渡

達
郎

同

長
谷
川

晋

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
八
日
）

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

細
野

志

経
済
産
業
大
臣
枝
野
幸
男
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

同

細
野

志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
枝
野
幸
男
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
担
当
）

事
務
代
理
を
命
ず
る
（
以
上
八
月
二
十
九
日
）

金

融

庁

（
総
務
企
画
局
金
融
国
際
政
策
審
議

官
）
内
閣
府
事
務
官

河
野

正
道

国
際
政
策
統
括
官
を
命
ず
る
（
八
月
二
十
九
日
）

財

務

省

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
）
内
閣
事

務
官

岡
本

直
之

財
務
事
務
官
に
任
命
す
る

理
財
局
総
務
課
長
を
命
ず
る

（
大
臣
官
房
審
議
官
兼
理
財
局
総
務

課
長
事
務
取
扱
）
財
務
事
務
官

美
並

義
人

理
財
局
総
務
課
長
事
務
取
扱
兼
務
を
免
ず
る
（
以
上
八
月

二
十
九
日
）

御
答
電

天
皇
陛
下
か
ら
六
月
二
十
二
日
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
大

公
殿
下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
八
月
十
三
日
御

答
電
が
あ
っ
た
。

官
庁
事
項

労

働

最
低
賃
金
の
廃
止
決
定
に
関
す
る
公
示

山
形
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
7条
の

規
定
に
基
づ
き
、
山
形
県
家
具
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成

２
年
山
形
労
働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号
）
及
び
山

形
県
医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学
機
械
器
具
・

レ
ン
ズ
、
医
療
用
計
測
器
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
６
年

山
形
労
働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
を
平
成
2
4年

９
月
3
0日
限
り
廃
止
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年
８
月

3
1
日山
形
労
働
局
長
角
元
利
彦

人
事
院
公
示
第

15
号

人
事
院
は
、
人
事
院
規
則
２
`
４
（
人
事
院
の
職
員
に

対
す
る
権
限
の
委
任
）
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

８
年
人
事
院
公
示
第
1
7号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

平
成

2
4
年
８
月

3
1
日
人
事
院
総
裁
原

恒
雄

１
第
２
項
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
人
事
院
規
則
1
0
`
７
（
女
子
職
員
及
び
年
少
職

員
の
健
康
、
安
全
及
び
福
祉
）
に
規
定
す
る
次
に

掲
げ
る
事
項

\
別
表
第
１
第
１
号
レ
の
規
定
に
基
づ
き
、
人

事
院
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
業
務
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
。

]
別
表
第
４
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事

院
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
業
務
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
。

２
こ
の
決
定
に
よ
る
改
正
は
、
平
成
2
4年

1
0月
１
日
か

ら
効
力
を
発
生
す
る
。
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